
 ･5月の独ZEW景気期待指数50.0 ドル円 ユーロ円 24H

110.74 141.66 寄付

06/05/16 109.67 140.86 安値

（火） 110.75 141.66 高値

109.75 141.12 終値

 
･3月の鉱工業生産確報0.2% ドル円 ユーロ円 24H

 109.78 141.09 寄付

06/05/17 108.97 140.20 安値

（水） 111.35 141.53 高値

･4月の米CPIは0.6% 110.97 141.41 終値

･ｱｲｽﾗﾝﾄﾞが75BPの利上げ実施 ドル円 ユーロ円 24H
 111.03 141.50 寄付

06/05/18 110.33 141.06 安値

（木） 111.25 142.44 高値

110.82 142.34 終値

･第1四半期GDPは前期比0.5% ドル円 ユーロ円 24H
 110.47 142.06 寄付

06/05/19 110.44 142.06 安値

（金） 112.25 142.90 高値

111.68 142.70 終値

 
　 ドル円 ユーロ円 24H

 111.90 142.81 寄付

06/05/22 　 111.28 142.60 安値

（月） 112.95 143.78 高値

　 111.57 143.53 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 111.63 143.47 寄付

06/05/23 110.96 142.65 安値

（火） 112.00 143.79 高値

　 111.98 143.50 終値

 
･3月の第3次産業活動指数▲0.6% ドル円 ユーロ円 24H

 ･5月のIFO景況指数105.6 112.07 143.36 寄付

06/05/24 ･ｶﾅﾀﾞが25BPの利上げを決定 111.63 143.33 安値

（水） 112.97 144.23 高値

112.93 144.02 終値

 
･4月の貿易黒字6462億円 ドル円 ユーロ円 24H

 ･第1四半期の英GDP改定値0.6% 112.74 143.95 寄付

06/05/25 111.67 142.83 安値

（木） 112.86 144.15 高値

111.77 143.06 終値

　
･4月の全国消費者物価指数0.4% ドル円 ユーロ円 24H

 ･ﾜｼﾝﾄﾝの連邦議会内で発砲音 111.58 142.87 寄付

06/05/26 111.47 142.76 安値

（金） 112.77 143.58 高値

　 112.64 143.48 終値

･中国が不動産価格抑制策を発表 ドル円 ユーロ円 24H
 ･英米市場がそろって休場 112.42 143.31 寄付

06/05/29 　 112.17 143.04 安値

（月） 　 　 112.69 143.74 高値

　 112.45 143.38 終値

 
･4月の失業率4.1% ドル円 ユーロ円 24H

 112.66 143.63 寄付

06/05/30 111.62 143.40 安値

（火） 112.80 144.44 高値

112.15 144.34 終値

･5月の日銀介入はｾﾞﾛ ドル円 ユーロ円 24H
 112.28 144.37 寄付

06/05/31 111.45 143.81 安値

（水） 　 112.70 144.47 高値

･中国人民銀行報告書｢中国は為替
改革を推し進める｣･5月のｼｶｺﾞ購買部協会景気指数

61.5
･FOMC議事録｢利上げ休止や

･英ﾀｲﾑｽﾞ｢ｴﾊﾞﾝｽ新財務長官なら
ばﾄﾞﾙの下落は継続する｣

･ｱﾙﾑﾆｱ欧州委員会委員｢ﾕｰﾛ上昇
は輸出を損なっていない｣
･ﾌﾗｯﾄ財務省報道官｢経済政策に
変化はない｣
･米大統領｢貿易相手国へ柔軟な通
貨政策を求める姿勢変わらず｣

･米財務長官の後任にﾎﾞｰﾙｿﾝGS会
長を指名する､と突然の発表あり

･米大統領｢米財務長官から辞任の
話は聞いていない｣
･WSJ紙｢次期財務長官の最有力候
補はｴﾊﾞﾝｽ前商務長官｣

･4月の米個人所得0.5%､同個人消
費0.6%､5月のﾐｼｶﾞﾝ大消費者信頼
感指数確報79.1

･SF連銀総裁｢ﾄﾞﾙ安はFRBの金融
引き締め政策を意味する可能性｣
(27日)

欧米はFOMC議事録において利上

東京は中国人民銀の報告書を受け
て円買い進む。前日東京と似た値
動きの写真相場。

欧米はﾄﾞﾙ冴えず。新財務長官報道
は鮮烈ながら決め手に欠け動き難
い。対価としてﾕｰﾛ買いが進む。

東京はｺﾞﾄｰ日もうりﾄﾞﾙは寄り高｡し
かし英ﾀｲﾑｽﾞの報道を受けて基調
反転。1円以上の急落。

欧米は主要欧米ﾏｰｹｯﾄが休場とい
うことで動意薄。

東京は米財務長官人事をにらみつ
つﾄﾞﾙ売り優勢｡ﾄﾞﾙ高政策の変更思
惑がﾄﾞﾙ売りを誘っていた。

欧米は米GDP改定値が予想を下
回ったことからﾄﾞﾙ売り優勢。またｽ
ﾉｰ辞任報道もそれを後押し。

東京は日米金利差拡大思惑などか
らﾄﾞﾙ買戻し続く。輸出売りをこなし
つつ一時113円手前。

欧米はﾄﾞﾙが続伸。発表されたｲﾝﾌ
ﾚ指標は期待を裏切る数字ながら材
料視されず。むしろ人事に関心。

東京はﾄﾞﾙ売りでｽﾀｰﾄするも3連休
を前にした欧米勢のｼｮｰﾄｶﾊﾞｰから
ﾄﾞﾙ急反発。

東京は米系証券などのﾚﾊﾟﾄﾘからﾄﾞ
ﾙ高が進行。しかし輸出ｵﾌｧｰなどの
上値抑えられ再び行って来い。

東京は円が小じっかり。日本の貿易
黒字拡大が円買いの材料視されて
いた。

欧米は良好な住宅指標を受けてﾄﾞﾙ
買い優勢。OP絡みの売りに113円
は超えられないもﾄﾞﾙ高値引け。

欧米は世界同時株安を嫌気した資
金ｼﾌﾄの動きなどからﾄﾞﾙ冴えず。欧
州要人発言などもうりﾕｰﾛ堅調｡
東京はS&Pの決定を好感した円買
いから一時大きく円買いが進行した
が終わってみれば行って来い。
欧米は鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞを嫌気した動
きにFRB議長の発言が加わり､ﾄﾞﾙ買
い･円売りが加速。ﾄﾞﾙ高値引け｡

東京はﾄﾞﾙ売りでｽﾀｰﾄするも外貨建
て投信の設定に絡む買いなども散
見されﾄﾞﾙ底堅い。
欧米は前日から一転し再びﾕｰﾛ高
の様相。ﾕｰﾛの買い材料というより
はﾄﾞﾙ売りの対価として嗜好された｡

欧米でも円は続落。しかしｶﾝｻﾞｽｼ
ﾃｨ連銀総裁発言もあり、終盤にかけ
てはやや値を戻す。

東京は良好なGDPを受け早朝こそ
円買いが先行したものの続かず。そ
の後は反転し円全面安の様相。

≪　５月１６日～３１日の国内外外国為替市場動向　≫

為替レート

前日の米ｼﾝｸﾀﾝｸ予測が再び材料
視された東京は円が続伸。ｸﾛｽを含
めて独歩高の様相。
欧米は前日と一変しｲﾝﾌﾚ指標が予
想を上回る数字。またﾌﾞﾙﾄﾝ発言も
ありﾄﾞﾙが急反発へ。

為替市況 主要経済指標など 主要発言など

東京はｼｮｰﾄｶﾊﾞｰなどで高寄りする
もその後は再びﾄﾞﾙ売り強まる。また
中銀総裁発言からｷｳｲが冴えず。
欧米は米PPIのｺｱ指数が予想を下
回ったことを嫌気した動きに米ｼﾝｸﾀ
ﾝｸ予測からﾄﾞﾙ売り･円買い強まる｡

･4月の米PPIは0.9%､同住宅着工件
数184.9万件､同建設許可198.4万
件､同鉱工業生産0.8%､同設備稼働
率81.9%

･NZ準備銀総裁｢売り出し発行債の
減少は不快なことではない｣
･仏貿易担当相｢ﾄﾞﾙが対ﾕｰﾛで一
段と下落する事態を懸念｣
･米ｼﾝｸﾀﾝｸが「日本が7月利上げ」
予測を発表

･5月3～4日の英中銀金融政策委員
会議事録発表｢委員の一人が利上
げを主張｣

･ﾌﾞﾙﾄﾝ仏経済財務産業相｢対ﾄﾞﾙで
ﾕｰﾛが上昇しないよう、あらゆる措置
を講じる｣

･5月のFF連銀景気指数14.4､4月の
米景気先行指数▲0.1%

･FRB議長｢米不動産市場の減速は
明確である｣
･ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ連銀総裁｢ｲﾝﾌﾚは連銀容
認ﾚﾝｼﾞを突破した可能性がある｣･米大統領がｺｰﾝFRB理事を同副議

長に指名 ･米財務長官｢通貨の価値は市場に
委ねるべき｣

･日銀決定会合で現行の金融政策
維持が決定される

･NZ準備銀行｢最近のNZﾄﾞﾙ下落は
急速だが秩序立っている｣
･日銀総裁｢ｾﾞﾛ金利解除のﾀｲﾐﾝｸﾞ､
現時点で予断は持っていない｣･5月の日銀金融月報で景気判断が

上方修正される ･ｶﾝｻﾞｽｼﾃｨ連銀総裁｢過剰な利上
げは避けなければならない｣
･ｵｰｽﾄﾘｱ中銀総裁｢ECBは次回理
事会で必要なことを行なう｣
･ECB総裁｢ECBはｲﾝﾌﾚに対して非
常に警戒的｣
･ｲｯｼﾝｸﾞECB理事｢ｲﾝﾌﾚの加速が
確認された場合は利上げも｣

･S&Pが日本のｱｳﾄﾙｯｸを｢安定的｣
から｢ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ｣に変更
･｢ｱｼﾞｱで新たな鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ感染｣
のﾆｭｰｽあり

･ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ中銀総裁｢ECB､利上
げについて具体的な計画はない｣
･FRB議長｢5月10日のFOMC声明
ではｲﾝﾌﾚ上方ﾘｽｸを指摘した｣

･ﾗﾄIMF専務理事｢最近の為替相場
は正しい方向に動いている｣

･4月の米耐久財受注▲4.8%､同新
築住宅販売件数119.8万件

･ｸﾛｽﾞﾅｰFRB理事｢住宅市場減速
の兆候｣

･第1四半期の米GDP改定値5.3%､4
月の中古住宅販売676万件

･一部報道｢ﾛｼｱは外貨準備におい
てﾕｰﾛの割合を増やす｣
･WSJ紙がｽﾉｰ米財務長官の辞任観
測報道



112.65 144.29 終値

 

＊製作・著作；「FXニュースレター」          URL；　http://www.fx-newsletter.com/

50BPの利上げまで選択肢を話し
合った｣

げ休止観測の後退が示されたことで
ﾄﾞﾙの買戻し優勢。


